福知山市ジュニア文化賞表彰要綱
（趣旨）
第１条　福知山市ジュニア文化賞は、市内の小・中学生及び高校生等の文化に関する意識の高揚や振興を図るため、文化活動に関して優秀な成績を収めた者又は顕著な成果を挙げた者に対し、市長が表彰し、その顕彰をするものである。
（表彰の対象）
第２条　表彰の対象は、市内に在住・在学する小学生・中学生及び高校生又はこれらに準じるものを対象とする。

※「準じるもの」とは、各種学校などに在籍する者・団体や、特定の学校・組織等に属さないグループ等で、その構成員すべてが１８歳以下のものを指す。
（表彰の基準）

第３条　表彰の基準は、各種のコンクール等において、全国大会入賞に相当する成績を収めた者及び団体。

ただし、個人にあっては、過去に同じコンクール等の成績に対するジュニア文化賞を受賞した者を除く。

２　各種のコンクール等とは、次の内、いずれかの条件を満たすこと

(1)文部科学省及び文化庁等、国の省庁が主催又は共催する全国大会
 (2)国が所管する公益法人が主催する全国大会
(3)その他市長が全国的な水準として適当と認めたもの。
３　前項の規定にかかわらず、次に該当する場合は不可とする。

(1)企業名、商品名など広告宣伝につながるおそれがある場合
(2)民間の広報・販売促進等営利目的の場合。

(3)政治活動・宗教活動に該当する場合。

４　前項に定める表彰は、１月１日から１２月３１日までの事象を表彰の対象とする。
（推薦手続）
第４条　推薦手続きは、文化活動を振興する組織並びに団体の長又は学校長等が、毎年１月の市長が指定する日までに推薦調書(様式第１号)を市長に提出するものとする。

２　推薦にあたっては推薦理由を明確にし判断の根拠とするため次の資料の添付を義務付ける。

(1)推薦書に開催要項・プログラムの添付を義務づける。

(2)推薦書に後援団体、大会規模（予選・本選の有無、参加大会の参集範囲、参加市町村・地域数、入賞した部門の参加人数）の記入欄を設ける。

（選考委員会）
第５条　福知山市ジュニア文化賞選考委員会の委員は次のとおりとする。
副市長

教育長

小学校校長会の代表
中学校校長会の代表
高等学校の代表

（公社）福知山市文化協会の代表

有識者

教育部長
地域振興部長
（表彰）
第６条　福知山市文化賞は、毎年４月１日に表彰する。ただし、市長が必要と認めるときは随時表彰を行うことができる。

附　則
平成２４年４月１日から適用する。

平成２４年１０月１日から適用する。
平成２５年４月１日から適用する。

平成２６年３月１７日から適用する。
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第３条「表彰の基準」の考え方（運用基準）

１　趣旨

　　ジュニア文化賞の趣旨は、市内の小・中学生及び高校生等の文化に関する意識の高揚や振興を図るため、文化活動に関して優秀な成績を収めた者である。

　　ジュニア文化賞の趣旨である意識の高揚や振興を図るためには、そのレベルを維持しつつも積極的に該当者を選定し表彰することに意義がある。文化賞が若者の文化活動の発展・継承また動機づけとなるような存在にする。
２　「表彰の基準」の考え方
第１項「全国大会入賞に相当する」
審査・表彰の設定は、1.順位を付す場合、2.順位を付さず賞名で順位を表わす場合（例：優秀賞、金賞等）があり、2の賞名で順位を表わす場合は、賞の中に複数の受賞者が存在する場合が多い。
ついては次の基準とする。
（１）1.順位を付す場合（例：１位、２位～）
　　　全国８位以内に相当する成績を収めた者
（２）2.賞名で順位を表わす場合（例：優秀賞、金賞等）
　　　上位の賞又は全国８位以内に相当する賞
（３）2.賞名で順位を表わし賞の中に複数の受賞者が存在する場合

　　（例：最優秀賞複数人等）

　　  上位の賞であれば複数人受賞の場合も可とする。なお、８人を超える場合も可とする。
（４）全国規模のコンクール等に応募し、表彰される場合

　　（例：全国作文コンクール、習字・書道等）

　　　　　　　   コンクールに応じて応募数並びに上位の賞の被表彰者数により
                 協議の上決定する。
３　「その他市長が全国的な水準として適当と認めたもの。」の基準
 (１)全国的な規模を持つ大会・コンクール等で、かつ要綱第3条第3項に抵触しないもので、国または地方公共団体の後援等を受けているもの

